










Adrenomedullin stimulates cγclic AMP production in the airwaγepi・















































として培養し、密生となった時点でAMやフォ/レスコリン(ドK) を添加、 PG]i~2 測定のための上清採取と、
細胞内cAMP、cGMPの測定のためエタノール抽出を行った。ヒト気道上皮細胞はNCI-H441を購入し使用
した。 A川、 CGHP、FKを様々な濃度で加えてモルモ y トの実験同様に細胞内cAY.lP、cGMPのiflj定のた
めエタノール抽出を行った。またこの系ではー酸化窒素の最終安定産物であるnitritcを測定した。
モルモット培養気道 iて皮の実.験において細胞内cAMPは1O-6MのA¥1、FKで有意に増加した。インドメ
タシンによる前処置で‘basallevelで-の細胞内c八MP;濃度は非処置群と比べ減少しているが、自ij処置群にお
いてもA¥1は1O-7Mから1O-6Mで細胞内cA).ilP濃度を増加させた。 PGEl産1:はAM濃度に依存しないこと
から、 Aはによる細胞内cAMP濃度の増加はPGE2のようなcyclooxygenaseproductsを介さないことが
伺えた。 NCI-H441を用いた系ではAM、CGRPともに容単.依存性に細胞内cAMP濃度を増加怠せこの作用
はCGRPS-37で阻害された。細胞内cGMP濃度はどちらの系でもAM添加による増加はなく、 :¥CI-H""Iの
系で-調べたnitritc量もAM添加による変仕は見られなかった。
モルモット、ヒトいずれの出遅気道上皮細胞においてもAMは単独で細胞内cA:V1P産生を増加させること
が本研究より示され、今後この領域の研究に寄号する点、は少なくないと考えられる。よって、本研究者は、
博ー 1:-C戻学)の学伸.を授与されるに値するものと認められた。
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